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様式第２号（第９条関係） 

会 議 録 

会議の名称 令和７年度第１回ふじみ野市社会教育委員会議 

開催日時 
令和７年６月３０日（月） 開会時刻 午前１０時００分 

閉会時刻 正午 

開催場所 ふじみ野市役所 第２庁舎 ３階 Ｂ３０１会議室 

出席した者の

氏名 

（委員１５人

中１１人出席） 

役職名 氏名 役職名 氏名 

議 長 齊 藤   宏 委 員 大 久 保 昭 男 

副議長 中 窪 由香理 委 員 小 澤 真 樹 

委 員 山 口 ゆかり 上福岡西公民館長 松 原 秀 洋 

委 員 千 葉   信 上福岡西公民館事業係長 松 島 弘 泰 

委 員 石 川 健 一 上福岡歴史民俗資料館長 井 上 樹 朗 

委 員 今 井 志 子 事務局(課長) 木 村 裕 之 

委 員 宮 下 宏 樹 事務局(副課長) 鍋 島 直 久 

委 員 関 口 正 人 事務局(係長) 笠 掛 裕 子 

委 員 長谷川 節 子 事務局(主任) 近 藤 彩 香 

会議の議題 

（１）審議事項  

①令和７年度社会教育関連事業計画について 

②社会教育関係団体の補助金審査について 

③社会教育委員活動予定について 

④専門委員会の規則について 

⑤専門委員会委員の選出について 

（２）報告事項 

 ①関係団体・委員会等の委員の選出について 

 ②ふじみ野市立博物館の進捗状況について 

（３）その他 

会議の公開又は非公開の別 公開 

会議の非公開の理由  

傍聴人の数  ２人 

発言の内容 別紙「発言の要旨」のとおり 

会議資料 別添のとおり 

事務局 教育部 社会教育課  
議事の確定 確定年月日 令和７年７月２９日 

記名押印 
役職名 

  議 長  齊 藤  宏  ○印  



2 

 

別紙  

発言者 発言の要旨 

木村課長 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

事務局 

（笠掛） 

 

木村課長 

 

齊藤議長 

 

事務局 

（近藤） 

 

齊藤議長 

 

 

事務局 

（笠掛・鍋

島、松原館

長、木村課

長） 

 

齊藤議長 

 

千葉委員 

 

 

木村課長 

 

開会の挨拶 

・出席者１０名（最終１１名）、欠席者４名で会議成立の報告 

・傍聴者２名の報告 

 

進行 

・新委員紹介 

・継続委員自己紹介 

・職員自己紹介 

 

（井上館長は緊急対応のため退室） 

 

進行 

・社会教育委員の概要について 

 

資料２「社会教育委員の概要」に基づき説明 

 

 

質疑応答（質疑無し） 

 

議事進行 

 

配布資料の確認 

 

 

議事進行 

審議事項 ①令和７年度社会教育関連事業計画について 

 

資料３「令和７年度社会教育関連事業計画説明資料」に基づき説明 

 

 

 

 

 

質疑応答 

 

旧江戸屋の活用について、市民がどのように利用できるようになるのか。そのス

ケジュールはどのようになっているのか。 

 

 今現在の土地と建物は市の所有となっている。周辺の土地については市の所有で

ない部分もあるため、その部分も含めて活用できるよう協議を進めている。活用の
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千葉委員 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

千葉委員 

 

木村課長 

 

 

千葉委員 

 

 

 

木村課長  

 

大久保委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口委員 

 

木村課長 

 

 

 

具体化はその土地の所有が前提となるため、まだ具体的な内容についてはお答えが

できない状況。方針としては市民の方が利用できる施設としての整備を目指す。 

 

 上福岡歴史民俗資料館が閉館となった後、企画展、学習講座、体験学習は今後ど

こで展開していくのか。 

また、課題として「施設の安全管理のために修繕等を進める必要がある」と挙げ

られている。閉館後は新しい博物館に荷物は移動することになると思うが、現在の

上福岡歴史民俗資料館の活用計画はあるのか。 

 

 資料８のとおり、上福岡歴史民俗資料館の移転のための休館は令和８年３月を予

定している。今後の活用方法については白紙である。修繕計画については、市民の

方が立ち入る部分については令和８年３月までは安全の確保が必要である。場合に

よっては緊急修繕も行っていく。 

 

 令和８年３月までの活用の中での修繕という認識で良いか。 

 

 少なくとも令和８年３月までは市民の安全が確保できるレベルの維持管理はや

っていかなければならないと考えている。 

 

 約２年前、上福岡歴史民俗資料館がなくなり、大井で統合していくということが

市長から上福岡歴史民俗資料館友の会に説明があった。その際に旧江戸屋を今後は

研修等で使える場としていきたいという話があったが、そうでないなら残念。 

 

 ご意見として承らせていただく。 

 

「令和７年度社会教育関連事業計画説明資料」の中で、社会教育課社会教育係が 

担っている事業については、今後のふじみ野市の社会教育のあり方を方向付ける重

要な取り組みである。 

 特に市民の学習の場であった公民館の代わりをどう担保できるか、これからの取

り組みが不足すると、市民の学びの場が担保されなくなってしまうという危機感を

持っている。 

 これを充実させていくためには、会議を重ねるだけではなく、市民ニーズをどれ

だけ把握できるか。市民が持っている学びの欲求を調査・分析しながら計画をつく

っていく。そしてその計画は自分たちのものなのだという意識を市民自身が持たな

いと社会教育の充実は難しい。そういったことも含めて学んでいきたい。 

 

 直接市民の声や意見を聴く仕組みはあるのか。 

 

 市民の声は非常に重要であると認識しているが、社会教育事業そのものをどうし

ていくのかという質問を議会でもいただいている。文化施設では社会教育士を任用

しているところだが、令和７年５月より、教育委員会の職員である社会教育主事の

文化施設への定期的な派遣を開始したところである。 
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山口委員 

 

 

小澤委員 

 

木村課長 

 

小澤委員 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

中窪副議長 

 

木村課長 

 

大久保委員 

 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

大久保委員 

 

木村課長 

 

 まずは文化施設の社会教育士と事業などに関する情報交換を中心に行っている

が、今後は市民の声を直接受けられるように進めていきたい。 

 

 市民の皆さんが楽しみに参加してつくりあげる施設になるよう、子どもから大人

まで意見が聴けると良い。 

 

 ５月から社会教育主事が派遣されている施設はどこか。 

 

 ステラ・イースト、ステラ・ウェストに一定時間派遣している。 

 

 自分は地域コーディネーターとしても活動している。委嘱当初、学校と公民館を

繋ぎながら事業を進めていくといった話もあったが、公民館がなくなってしまいそ

ういう形をとることができなくなってしまった。しかし、社会教育主事の方がいる

のであれば、地域コーディネーターにも周知していただくと、良い相談窓口になる

のではないか。 

 

 地域コーディネーターへの周知は実施させていただく。 

 

 文化施設の窓口に行けば社会教育主事はいるのか。 

 

 開館時間全てではないが、数名のローテーションで職員が交代で駐在している。 

 

 ステラ・ウェストが開館して約１年８か月だが、従来の公民館利用者の声はどの

ように把握しているのか。施設が変わり、利用形態が変わり、以前よりも利用しや

すくなったのか、難しく感じているのか等。一方、施設さえ借りられれば良いとい

う声もあるかもしれないが、それは本来の公民館活動の姿ではなく、学びを生み出

し、課題を見つけていくことが重要である。指定管理者のモニタリング等を通して

担当課がどのような把握をしているのかを知りたい。 

 

 ステラ・ウェストのモニタリング会議に参加させていただいている。一部の方は

施設利用ができれば良いといった声や、施設の利用方法についてご意見いただくこ

とがある。 

 また、社会教育主事の文化施設への派遣を通して、指定管理者と社会教育主事の

間でお互いがどのような事業を行っているのか理解が進んだということを聞いて

いる。市民の声も分析材料として、実際の対策を進めていきたいと考えている。こ

の後説明する専門委員会でも、市民の声を拾い上げ、企画の検討を皆様と進めてい

きたいと考えている。 

 

 把握の仕方としては利用者のご意見カード等なのか？ 

 

 これまではそのような投書やメール等の形での把握であったが、これからはそう

いった形にまでは至らない生の声を聴く機会が増え、率直な意見を伺うことができ
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大久保委員 

 

 

 

齊藤議長 

 

 

事務局 

（笠掛） 

 

齊藤議長 

 

 

 

 

事務局 

（笠掛） 

 

齊藤議長 

 

 

 

 

事務局 

（笠掛） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齊藤議長 

 

大久保委員 

 

 

 

るようになるのではないかと感じている。 

 

 そのような取り組みは評価できる。紙での意見は「要望」になりがちである。こ

れから先どんな市を市民がつくっていくのかという視点に立った取り組みが必要

である。 

 

議事進行 

審議事項 ②社会教育関係団体の補助金審査について 

 

資料４「令和７年度社会教育関係団体 補助金一覧」に基づき説明 

 

 

質疑応答（質疑無し） 

 

議事進行 

審議事項 ③社会教育委員活動予定について 

 

資料６「令和７年度社会教育委員活動予定表」に基づき説明 

 

 

質疑応答（質疑無し） 

 

議事進行 

審議事項 ④専門委員会の規則について 

 

資料５「ふじみ野市社会教育委員会議常設専門委員会規則」に基づき説明 

・ふじみ野市の社会教育事業の充実に資するため、学習者の視点又は専門的かつ幅

広い見地から、事業計画の企画・立案等に積極的なアイデアの案出を求めること

を目的として設置（第１条）。 

・主な具体的な内容としては、社会教育事業に係る創意工夫等の提案に関するこ

と、施設に捉われず展開する社会教育事業の企画実施につき調査及び審議を行う

こと（第２条）。 

・委員の構成としては、社会教育委員の互選により１０名以内で選出され（第５条）、

必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、意見又はその説明を聴くことが

できる（第４条第４項）。 

 

質疑応答 

 

 専門委員会がどのようなポジションに置かれるのかが非常に重要。社会教育委員

会議の附属機関では独自性が失われてしまう。どういう目標を持ち、どこにたどり

着きたいのか、イメージを共有しなければならない。 
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木村課長 

 

 

 

 

 

 

石川委員 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

 

 

大久保委員 

 

 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

今井委員 

 

 

齊藤議長 

 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 先ほどの資料６の活動予定でもお伝えしたとおり、７月、９月、１１月に専門委

員会の開催を予定。７月に公民館運営審議会との合同会議も行うが、９月の専門委

員会にも場合によってはお越しいただき、これまでどんなことをやってきたのかと

いうことも含めて次年度以降の事業実施についてご審議いただきたいと考えてい

る。３回の専門委員会を通して、企画的な部分も含め１２月の本会議に報告を行い

たいと考えている。開催回数等についてご意見があれば伺いたい。 

 

 専門委員会を立ち上げるにあたっては、従来の公民館での活動をどのように入れ

込んでいくかという視点があったが、規則の文面を見ると、「公民館」に関する表現

はない。埋蔵文化財など他の分野にも幅広く触れることができるのか、公民館でや

っていた事業を中心に扱うのか、捉え方を教えてほしい。 

 

 専門委員会の設置のきっかけとしては公民館の閉館が念頭にある。 

今までも社会教育委員会議では社会教育の分野全てを担っていただいていたが、

企画まで含めて携わっていただくということがこの専門委員会の設置をもってよ

り明確になったと考えている。 

これからより社会教育事業を充実させていくための手段の一つとして専門委員

会を設置することとなった。 

 

この専門委員会は、行政とともにふじみ野の社会教育をどうしていくのか、どう

いうところにテコ入れしていくのかといったことを具体的に話し合える場所でな

ければならない。限られた会議回数の中でどれだけ社会教育の充実を図れるかとい

う課題意識をもっていかねばならない。社会教育委員会議から独立した機関でなけ

れば、行政が求める市民の姿や、市民の求めるふじみ野市の将来像について話し合

うことはできないのではないか。そういった視点から組織をつくり、中身を充実さ

せていかねばならない。 

 

 事務局も新しい組織に手探りの部分もあり、社会教育委員や専門委員会の皆さん

とともにつくりあげていきたいと考えている。  

 

 これまでの説明を聞き、この専門委員会が社会教育委員会議の前段階のような感

じを受けた。また、開催回数も予定の回数では本質が話し合われないのではないか。 

 

議事進行 

審議事項 ⑤専門委員会委員の選出について 

 

（立候補）山口委員 

 

事務局案があれば提示していただきたい。 

 

昨年度は臨時の専門委員会を設置し、答申の検討・作成を行っていただいた経緯

がある。内容的にこの専門委員会に引き続くところもあり、昨年度の専門委員会を
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長谷川委員 

 

 

 

木村課長 

 

 

山口委員 

 

木村課長 

 

中窪副議長 

 

 

木村課長 

 

山口委員 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

石川委員 

 

 

 

 

 

木村課長 

 

 

 

 

 

 

大久保委員 

お務めいただいた委員の皆様についてはこの専門委員会にもご尽力いただきたい。 

（メンバー）中窪副議長、山口委員、石川委員、江委員、齊藤議長、長谷川委員、

大久保委員、岩舘委員、小澤委員 

 

 規則第５条に「社会教育委員の互選により」とあるが、社会教育委員の任期を終

えたが、引き続き社会教育の分野で活躍されている方が入る可能性はあるのか。ま

た、社会教育士のネットワークの中から入ってもらうことはできるのか。 

 

 原則は現在の社会教育委員の互選で１０名以内となる。ただし、第４条第４項を

適用し、専門委員以外の者が意見を述べることができる形となっている。 

 

 専門委員以外の市民が入ることはないのか。 

 

 議論はあったが、専門委員としては社会教育委員からの選出となる。 

 

 進めていく中で、委員に市民が必要など、不都合が生じた場合には規則の変更も

あるのか。 

 

 必要が認められれば、規則が改められる可能性はある。 

 

 見識を持った方に話を聞きたいとなった場合に、次回の会議が２か月後となって

しまうと、やはり会議の回数は少ないのではないかと感じる。 

 

 専門委員会の回数が少ない等ご意見があれば、事務局としては受けて対応してい

きたいと思っている。 

 また、委員以外の方をお呼びするために２か月後といった会議日程を設けている

訳ではないため、必要に応じ柔軟な対応をとっていきたい。 

 

 この社会教育委員会議でもっと深掘りし、それを専門委員会におろしていくの

か、あるいは専門委員会が単独で招集していくようになるのか。専門委員会の立ち

位置をどのように捉えたらいいのか見えてこない。規則ができた中で、それをどの

ように運用していくのか。深掘りしたほうがいい内容を専門委員会におろしていく

形がいいのではないか。 

 

 説明不足の部分についてはお詫びする。先ほどの説明と重複するが、今回の常設

の専門委員会を設置したのは、公民館の閉館が念頭にある。社会教育事業に含まれ

るが、これまでの公民館事業を今後も継続していくための企画・審議・調査をして

いくことがこの常設の専門委員会の大きな一つの業務であると考えている。そうい

う意味では、社会教育委員会議の一部門についての深掘りをしていくことが専門委

員会の柱になるのではないか。 

 

 この専門委員会には、社会教育に関する見識を持った人を広く集めていかねばな
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木村課長 

 

齊藤議長 

 

 

 

 

各委員 

 

木村課長 

 

 

齊藤議長 

 

 

事務局 

（近藤） 

 

齊藤議長 

 

 

木村課長 

 

 

石川委員 

 

 

 

木村課長 

 

齊藤議長 

 

 

木村課長 

 

 

らない。「必要があるとき」と限定するのではなく、きちんと専門委員として位置付

け力を借りることが非常に重要なのではないか。大切なのは、広く市民の声を取り

込むことができ、地域にいる社会教育の見識を持った方を掌握して組織をつくって

いくことである。そうでなければなかなか市民の声が行政に反映されないと思う。

事務局はもう一度整理し、次回また提案していただきたい。 

 

ご意見として受け止め、対応について様々検討していく。 

 

 幅広く調査して、全てを取り込んだ専門委員会にしていくには、長期的な時間を

要する。そういったやり方もあると思うが、まずは核となるグループをつくり、動

き始めながら議論を重ね、必要な人材を巻き込んでいくように規則を変えていくと

いうやり方もあると思うが、どうか。 

 

 事務局案で承諾 

 

 専門委員に含まれていて、本日欠席の委員には事務局より個別にご連絡させてい

ただく。 

 

議事進行 

報告事項 ①関係団体・委員会等の委員の選出について 

 

資料７「社会教育委員 各委員選出について」に基づき説明。 

 

 

議事進行 

報告事項 ②ふじみ野市立博物館の進捗状況について 

 

資料８「ふじみ野市立博物館整備スケジュール」に基づき説明。 

・改修工事を主とする契約、館内の映像や展示の契約についての進捗を説明。 

 

 新しい博物館ができることをとても楽しみにしている。今まで、小学校の児童が

資料館に来たり、学校に行ったり、そういった連携があった。今後の博物館でも小・

中・高・大との連携ができると良いと思うのでぜひ検討していただきたい。 

 

 ご意見として受け止め、検討させていただく。 

 

議事進行 

５ その他 

 

・次回会議について 

（７月２９日（火）９時３０分～ 会場：上福岡西公民館） 
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齊藤議長 

 

 

中窪副議長 

議事進行 

６ 閉会 

 

閉会の挨拶 

 

 


